








































































































































































































































































動の局面を 0～6 の 6 段階に分けて捉えて
いる。 
表 2：算数的活動の局面（日野・熊谷，2002） 









































































































（1）数学的活動の 4 段階 
フロイデンタール研究所の「現実的数学































・単 元 ： いろいろな図形の面積 
・対 象 ： 新潟県 T 小学校 
  第 6 学年 1 組 12 名 
・実際の調査授業の日程等 
6 月 3 日（木）：オープンプロブレムの問
題を活用した授業① 








































































5cm のストローを 12 個繋いだものを用い
て行うこととした（図 11）。 
    












 － 80 －
 6.調査授業の分析 
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 本文（p.79, 右段落 3 行目）「これは，周りの長さが 60 ㎝のエジプトひもを用いて行う
オープンエンドの問題である。」を「これは，周りの長さが 60 ㎝のエジプトひも（亀井， 
1980）を用いて行うオープンエンドの問題である。」に改め，引用・参考文献に以下の文献
を追加する。 
 
亀井喜久男（1980），「新作教材エジプトひもとａひもに関する実践研究」，『すべての子ど
もに学力を－第四回・日本標準教育賞入選論文集－』，日本標準教育研究所，株式会社日本
標準，pp.391-404. 
 
 
